







The pandemic caused by COVID-19 has compelled educators all 
over the world to make abrupt and drastic changes in their classes 
from elementary school through college. Japan has been no 
exception. Universities and colleges in Japan transformed their 
courses from traditional face-to-face to online lessons. This study 
explores how college students recognized such online lessons after 
experiencing one semester in 2020 and discusses the advantages and 
drawbacks of online lessons by comparison with face-to-face classes. 
The participants in this study were 128 college freshmen of English 
majors. We administered an originally designed questionnaire of 23 
items comprised of a six-point Likert scale and open-ended 
questions. As the results of descriptive statistics and Kendall rank 
correlations, it was discovered that there was no significant 
correlation between the commuting hours and the preferences for 
online lessons. Instead, significant correlations between learner styles 
for individual/group-based learning and the preferences for online 
lessons were found. Blending face-to-face and online lessons is 
suggested as an implication for future college education to promote 







































































表１　コンピュータ利用のコミュニケーション（Warschauer et al., 2000, p.3）














Communicate in real time 
with others who are online at 
the same time
Hypertext World Wide Web Access and publish 
multimedia documents with 























































































































































No. 質問内容 Min Max M SD
Ｑ１ CALL教材・長く 1 6 2.53 1.36
Ｑ２ CALL教材・自主性 1 6 2.87 1.44
Ｑ３ CALL教材・学習効果 1 6 3.44 1.45
Ｑ８ 課外・自主性 1 6 3.48 1.43
Note. N＝124.
　表５が示す通り、CALL 教材（同志社女子大学ではスーパー英語













No. 質問内容 Min Max M SD
Ｑ４ 授業理解 1 6 4.57 1.29
Ｑ５ 授業・習得 1 6 4.52 1.29
Ｑ６ 授業・積極性 1 6 4.16 1.41
Ｑ19 授業・好み 1 6 3.92 1.56
Ｑ９ 課外・学習効果 1 6 3.92 1.29
Ｑ15 授業参加 1 6 3.81 1.64
Ｑ７ 総合学習時間 1 6 3.76 1.62
Note. N＝124.
図１　春学期（遠隔授業）と秋学期（対面授業）の比較















絶対春学期 春学期 どちらかといえば春 どちらかといえば秋 秋学期 絶対秋学期
(%)
積極性(Q6) 参加(Q15) 好み(Q19)













No. 質問内容 Min Max M SD
Ｑ12 スピーキング 1 6 4.74 1.18
Ｑ10 リスニング 1 6 4.24 1.37
Ｑ13 ライティング 1 6 4.23 1.29
Ｑ11 リーディング 1 6 4.05 1.23
Note. N＝124.
図３　英語のスキルに関する春秋の比較





































Ｑ18 0.35 124 0.00
Ｑ９ 0.24 124 0.00
Ｑ10 0.21 124 0.00
Ｑ11 0.21 124 0.00
Ｑ13 0.21 124 0.00
Ｑ12 0.20 124 0.00
Ｑ２ 0.20 124 0.00
Ｑ５ 0.19 124 0.00
Ｑ17 0.19 124 0.00
Ｑ14 0.19 124 0.00
Ｑ１ 0.19 124 0.00
Ｑ16 0.18 124 0.00
Ｑ４ 0.17 124 0.00
Ｑ６ 0.16 124 0.00
Ｑ15 0.16 124 0.00
Ｑ19 0.15 124 0.00
Ｑ８ 0.15 124 0.00
Ｑ７ 0.15 124 0.00





























絶対遠隔授業 4 2 1 2 3 0 12
遠隔授業 2 1 1 3 2 1 10
どちらかといえば遠隔授業 5 9 6 7 1 0 28
どちらかといえば対面授業 4 3 9 8 1 0 25
対面授業 6 5 3 7 3 0 24
絶対対面授業 10 3 4 6 2 0 25



















Ｑ１ CALL教材（長く） -0.02 -0.02
Ｑ２ CALL教材（自主性） -0.06 0.03
Ｑ３ CALL教材（学習効果） -0.11 0.00
Ｑ４ 遠隔・対面授業（理解） -0.18 ＊ 0.19 ＊＊
Ｑ５ 遠隔・対面授業（習得） -0.19 ＊ 0.17 ＊
Ｑ６ 遠隔・対面授業（積極性） -0.20 ＊＊ 0.22 ＊＊
Ｑ７ 総合学習時間 -0.19 ＊＊ 0.23 ＊＊
Ｑ８ 課外学習（自主性） -0.27 ＊＊ 0.23 ＊＊
Ｑ９ 課外学習（学習効果） -0.22 ＊＊ 0.26 ＊＊
Ｑ15 遠隔・対面授業（参加） -0.28 ＊＊ 0.35 ＊＊
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で変える！ LMS 活用インタビュー第４回．朝日ネット https://manaba.jp/
case_study/8487/
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春学期授業に関するアンケート総評）https://www.dwc.doshisha.ac.jp/
application/files/8416/1101/9297/questionnaire_sohyo2020sp-2.pdf




























（ Erika Kim, Keiko Morikawa, Natsumi Wakamoto, 2020）
　この質問紙は、この春学期実施された遠隔授業と秋学期に主として行われ
ている対面授業に関して皆さんの考えを調べるために研究用に開発されたも
のです。収集したデータは研究目的のためだけに使われ、個人情報厳守のも
と、データ処理後は破棄いたします。また、回答は成績とは無関係です。あ
まり考えすぎず、思った通りお答えください。参加は個人の自由意志に任さ
れています。また、どの時点でも参加を撤回することが出来ます。この質問
紙は23項目で構成されています。各指示文・項目をよく読み、回答漏れがな
いように気をつけてください。最後に記載されている同意書には、必ずどち
らかにチェックを入れてください。
同志社女子大学文学研究科英語・英文学専攻 １年次生 金　衿佳
同志社女子大学文学研究科英語・英文学専攻 １年次生 森川慧子
同志社女子大学文学研究科 教授 若本夏美
　Super Englishとアルクについて質問します。
Ｑ１．春学期と秋学期を比べると、どちらの学期の方が「より長く」取り組
みましたか？
Ｑ２．春学期と秋学期を比べると、どちらの学期の方が「より自ら進んで」
利用しましたか？
105遠隔授業と対面授業、その課題と可能性
Ｑ３．春学期と秋学期を比べると、どちらの学期の方が「より学習効果があっ
た」と思いましたか？
Ｑ４．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、どちらの学期の方
が「より理解しやすかった」ですか？
Ｑ５．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、どちらの学期の方
が「より身に付いた」と思いますか？
Ｑ６．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、どちらの学期の方
が「より積極的に」参加しましたか？
Ｑ７．春学期と秋学期を比べると、総合学習時間（授業と課外学習すべて含
む）はどちらの学期の方が「より長く」取り組みましたか？
Ｑ８．春学期と秋学期を比べると、課外学習はどちらの学期の方が「より自
ら学習」しましたか？
Ｑ９．春学期と秋学期を比べると、課外学習はどちらの学期の方が「より学
習効果があった」と思いましたか？
Ｑ10．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、英語の「リスニン
グ能力」はどちらの学期の方が伸びたと感じましたか？
Ｑ11．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、英語の「リーディ
ング能力」はどちらの学期の方が伸びたと感じましたか？
106 遠隔授業と対面授業、その課題と可能性
Ｑ12．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、英語の「スピーキ
ング能力」はどちらの学期の方が伸びたと感じましたか？
Ｑ13．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、英語の「ライティ
ング能力」はどちらの学期の方が伸びたと感じましたか？
Ｑ14．一般的に私は、「一人で勉強する」方が好きだ。
Ｑ15．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、どちらの方が「よ
り参加しやすかった」ですか？
Ｑ16．家を出てから学校に着くまで（door to door）、平均でどれくらいか
かりますか？（最も近いところを選んでください）
30分以内
１時間以内
１時間半以内
２時間以内
２時間半以内
３時間以上
Ｑ17．一般的に私は、「グループで勉強する」方が好きだ。
Ｑ18．私の英語能力（全般的）は、同世代の日本人と比較して・・・
とても劣っている
劣っている
やや劣っている
やや優れている
107遠隔授業と対面授業、その課題と可能性
優れている
とても優れている
Ｑ19．春学期の遠隔授業と秋学期の対面授業を比べると、「どちらの方が好き」
ですか？
Ｑ20．遠隔授業について、あなたが良いと思ったことは何ですか？
Ｑ21．遠隔授業について、あなたが問題だと思ったことは何ですか？
Ｑ22．対面授業について、あなたが良いと思ったことは何ですか？
Ｑ23．対面授業について、あなたが問題だと思ったことは何ですか？
同意書
　私は、この研究に参加することに、
同意する
同意しない
　提出ボタンを押し忘れないようにしてください。
質問は以上で終わりです。
ご協力ありがとうございます。
